
太子町斑鳩地区歴史的景観形成地区自己評価書（ふるさと景観通り）

(1)地区の目標

・宿場町の景観の維持・保存

・門前町・宿場町の景観の維持・創造
・周辺中心市街地の都市景観に調和した「和のまち」の実現
	ﾁｪｯｸ欄

	


(2)区域の目標

斑鳩寺を中心に門前町として繁栄し、江戸の初期に本陣が置かれたことから宿場町としても発展してきた龍野街道等の景観の維持と創造を図るため、町家意匠の保全と新たな和の意匠への修景をすすめる。

(3)項目別基準

	項目
	基準
	ﾁｪｯｸ欄
	景観への配慮事項

	
	高さ
	階数は２階以下とする。やむを得ず３階とする場合は、３階の壁面を後退させ、通りから見えにくいようにする。
	
	

	
	屋根
	入母屋、切妻、寄棟の和風の勾配屋根とする
	
	

	
	
	仕上げは、黒ないし灰色の瓦葺きを基調とする。
	
	

	
	外壁

	黒、白、灰色又は茶系統の落ち着いた色彩とし、漆喰塗り、板張り等の伝統的な仕上げとするように努める。
	
	

	
	建具


	建具は木製とすることが望ましい。やむを得ずアルミサッシを用いる場合は、黒色又は褐色とする。
	
	

	
	外構
	門、塀を設ける場合は、素地のコンクリートブロック塀を避け、町並みとの調和と連続性に配慮した和風意匠のもの、又は生け垣とするよう努める。
	
	

	
	建築設

備等

	やむを得ず空調機等を通りに面して設置する場合は、意匠及び色彩に十分配慮した目隠しをする。
	
	

	工作物
	突出感、違和感を周囲に与えないような意匠とする。
	
	

	
	基調となる色彩は、建築物の基準に準ずる。
	
	


